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『Excelで学ぶ実験計画法―シックスシグマと重回帰分析―第 2版』正誤表（第 2版第 1刷） 

 

頁 箇所 誤 正  

ⅵ 

128 

下から 3行目 

下から 2行目 

1 Excel「直交表実験計画法（完全無作為法）」プログラムを用いて

の演習 

1 Excel「直交表実験計画法（繰り返し無し）」プログラムを用い

ての演習 

8 下から 4行目 ⑨収支したデータの検討 ⑨収集したデータの検討 

13 下から 2行目 たとえば、濃度 40㎖では最低 20%から最高 40% たとえば、濃度 40㎖では最低 20%から最高 50% 

15 表 2.3 

点数合計の行 

Hメーカー28 Mメーカー30 Nメーカー12 

 

Hメーカー24 Mメーカー27 Nメーカー9 

 

19 上から 1行目 0.01 ＜ P ≦0.05 0.01 < P ≤ 0.05 

20 表 2.5 

 

「全体変動」の行で不偏分散の列に「V＝S/f」を入れる。 

の箇所 

20 下から 3行目 配置法によるデータ形式」 配置法におけるデータ形式」 

21 一番下の図 ｆE ｆAに変更 

行と列が逆 



2 

 

 

 

22 上から 6行目 これより、有意判定 これより、有意差判定 

23 

 

表 2.8  

 

分散の行、Hメーカーの列の最後の 10/3を 3.33に変更 

 

下から 5行目の

式 

 

3×10/3を 3×3.3に変更 

 

24 

 

網掛けの箇所

下から 2行目 

帰無仮説を棄却、 帰無仮説を棄却せず、 

下から 1行目 統計量α=3 統計量ａ=3 

一番下の行に 1

行追加 

 自由度 a － 1 ＝ 2 

25 上から 9行目 一番最後の数式 ＝0.81 一番最後の数式 ＝0.8046 
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28 分散分析表 

 

P値 0.010263を 0.0103 に変更 

 

34 表 3.6  

 

 

 

条件：30才代 20才代  

性別：（上から順に）女性 男性 

繰り返し数の数：30代以上縦計 6 

 

35 上から 3行目 二元配置法（繰り返しのある場合）は、 二元配置法（繰り返しがある場合）は、 

36 上から 5行目 品の 40㎖において平均が 品の 40㎖において平均を 

 上から 8行目 上表の折れ線グラフは 前ページの表の折れ線グラフは 

37 上から 12頁 

誤差の式 

VE＝SE/VE VE＝SE/ｆE 

39 上から 7行目の

式 

 

数式の追加と削除 

・左から 4番目、5番目の削除    

・枠部分の追加 
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40 

 

例題 3-1 効果、温度を変え 効果、濃度を変え 

表 3.11 個体

数の行 

n･3 = 130 

平均 

n･3 = 4 

B の平均値 

40 表 3.13 x31 = 10 x31 = 45 

42 表 3.14 自由

度の列 

fA×B = 1 fA×B = 2 

43 

 

下から 8行目 公式は（式 3.2）を用い 公式は P41を用い 

最後の行 ＝2.5 ＝0.069 

44 

 

上から 7行目の

式  
 

式の追加 

 

10行目の式の後に以下を追加 

ｆE=f－ｆA－ｆB－ｆA×B＝14－1－2－2＝9 

表 3.18 変動

因の列 

因子（AB） 交互作用（A×B） 

下から 6行目 有意判定を行う場合、 有意差判定を行う場合、 
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45 

 

上から 1、2行

目 

有意判定を行います 

有意判定を 

有意差判定を行います 

有意差判定を 

表 3.20a見出し 表 3.16の再掲 表 3.17の再掲 

46 上から 2行目 有意判定 有意差判定 

49 上から 1行目 「標本」は因子（A）つまり制がん剤を表します。 「標本」は因子（A）つまり制がん剤種類を表します。 

56 表 4.1 

 

30才代 

20才代 

女性 

男性 

 

59 上から 13行目

① 

＝79.6 

＝49.0 

＝5.41 

＝43.6 

＝79.569 

＝48.968 

＝5.378 

＝43.569 

59  

 

 

60 

表 4.5 

P値の列 0.053201 0.05303 

誤差の行 12.67 12.65 

60 下から 2行目 年代は上がるほど 年代は下がるほど 
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63 下から 6行目 セル別件数と周辺件数が セル別件数と周辺度数が 

65 ■範囲指定 下記件数表でセル内 

の数値が 0の場合 

下記件数表でセル内の数値が 0の場合 

71 下から 4、5行

目の式 

  

72 式と表 5.4 

 

「S＝」を「ST＝」に変更、表 5.4の「全体変動」を「全体変動（T）」

に変更 

73 下から 5行目 次に S、SA、SBを簡易公式を用い、算出します。 次に ST、SA、SBを、簡易公式を用い算出します。 

74 SEの式 SE＝S－SA－SB＝ SE＝ST－SA－SB＝ 

75 上から 2、3行

目 

因子 A の分散比 

因子 B の分散比 

因子 A の不偏分散比 

因子 B の不偏分散比 

77 

 

上から 2、3行

目 

有意判定 有意差判定 

81 6行目 3回と

も当たる確率 

＝0.953＝0.857 ＝0.857（＝0.953 を削除） 

87 上から 2行目 ｔ（n-k1α´/2）＝ｔ（7，0.00835） ｔ（n-k，α´/2）＝ｔ（7，0.00833） 



7 

 

 
  

 上から 10行目 斜線部 網掛け部 

88 上から 1、2行

目 
P ≤ 0.00334 

0.00334＜P ≤ 0.00167 

P ≤ 0.00333 

0.00333＜P ≤ 0.00167 

上から 9行目 0.053＞0.01675 0.053＞0.0167 

上から 10行目 [ ]より H と M とは差があるとはいえない。 [ ]より H と N とは差があるとはいえない。 

上から 11行目 0.00334＜0.003355＜0.167 0.00333＜0.003355＜0.0167 

94 表 7.1 因子 3 工員入社暦 工員入社歴 

表 7.1 因子 4 因子 4の部品出来高数 

「工員性別男性、女性」 

 

因子 4の部品出来高数 

左枠に「工員性別」右枠に「男性」「女性」

 

95 下から 2行目 表 6.2 表 7.2 

96 上から 3行目の

図 

例 No.1  例No.2 列 No.1  列No.2 

上から 5行目 「直交表」は、「付録 II 2  付表 2」に記載されています。 「直交表」は、アイスタットホームページよりダウンロードでき

ます。 

101、

102 

下から 2行目 

表 7.14、表 7.15 

入社暦 入社歴 
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103 上から 2行目 「入社暦 「入社歴 

下から 2行目 「完全無作為法」 「完全無作為化法」 

104 表 7.18見出し 完全無作為法 完全無作為化法 

107 

 

表 7.24 

不偏分散、誤差

の行 

VE＝Se/fe VE＝SE/fE 

 

下から５行目 入社暦 入社歴 

108 

 

表 7.25 入社暦 入社歴 

110 上から 7行目 
7 ≤ t＜1 7 ≤ t＜15 

110 表 7.28 入社暦 入社歴 

111 下から 5行目と

3行目 

「C入社暦」 「C入社歴」 

下から 4行目 AB、BC AC、BC 

下から 2行目 「A入社暦」 「A入社歴」 

117 表 7.35の最後

の行 

SA 50 , SB 4.5 , Se 0 , SC 0.5 , Se 0 , Se 0.5 , SD 0 

 

SA 50 , SB 4.5 , SAB 0 , SC 0 , SAC 0  , SBC 0.5 , Se 0 

118 問 5 巻末の F 分布表により F値を求めます。 F 分布表（※）により F値を求めます。 

※アイスタットホームページよりダウンロードできます（実験計

画法ソフトウェア） 

上から 4行目、

8行目 

有意判定 有意差判定 

最終行 ①完全無作為法 ①完全無作為化法 

119 1行目（タイト

ル） 

■完全無作為法 ■完全無作為化法 
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120 表 7.42 1の列

の一番最後の

行 

117.040 117.042 

表 7.42 下 SA = 117.040 SA = 117.042 

121 表7.43  Aの行 平方和 SA 117.040 117.042 

表 7.43計の行 平方和の合計 155.958 23 

不偏分数の合計 ST 155.958 

 

平方和の合計を ST 155.958 とし 23 を自由度の合計に移動 

不偏分数の合計 ST 155.958 を削除 

 

122 表 7.45 丙行、

８列 

8 10 

123 表 7.47 分散

比、P値 

0.874  0.4373 0.850  0.4481 

123 AB、ACの行 SRB、SRC SAB、SAC 

124 表 7.49  

 

 

最下部への要因の追加 

列名：左から 7番目「abc」⇒「ac」、右から 4番目「ac」⇒「abc」 

 



10 

 

125 一番上の図 

 

 

 

126 一番上の図 
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131 
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132  

 

「図 7.10 出力結果」の分散分析表は適応した因子（項目数）に

よって出力されるため個数が異なります。以下は、結果の個数一

覧です。 

 

 

136 

140 

上から 3行目 直交表実験計画法（完全無作為法）と同様です。 直交表実験計画法（完全無作為化法）と同様です。 

147 表 8.2 F行 17.4 17.3 

150 表 8.6 F行 0.4×2+ 0.4×12+ 

184 下から９行目 極めて小さいレベルにすること目標としており、 極めて小さいレベルにすることを目標としており、 

185 上から５行目 （標準偏差（＝σ）×2） （標準偏差（σ）×2） 
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下から９行目 ＝1－normdist（60, 10, 80, 1） ＝1－normdist（80, 60, 10, 1） 

下から８行目 （m, σ, m＋2σ, 1 は定数） （m＋2σ, m,  σ, 1 は定数） 

193  

 

表 9.9 40歳代 ⇒ 40才代 

 

 

水準別回収率の算出方法を追加 

 

195 上から８行目 係数と表 9.9の 係数と表 9.10の 
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196 表 9.13 

 

調査の区切り線位置 

 

198 ページ上部表 

 

ページ数：1 

 

ページ数：－1 

 

200 下から２行目 60才代は 13.0％ 60才代は 43.0％ 

204 上から４行目 24% ～ 41%にアップしていること（表 9.22参照） 24% ～ 33%にアップしていること（表 9.24参照） 

302 上から 14行目 直交実験計画法＿完全無作為法 直交実験計画法＿完全無作為化法 

上から 22行目 直行表 直交表 

308 索引○か 完全無作為法 完全無作為化法 

 


